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多摩清掃工場

市民 水銀などの
再生工場へ

売却業者

新しく生まれ変わった再生品

多摩ニュータウン
環境組合

リサイクルセンター
［エコにこセンター］

東京たま広域
資源循環組合
エコセメント工場

再利用
できるもの

缶は ペットボトルは

びん

建築用資材

カーペット

シャツ

公共工事用
の建築材

びんは
※100％エコ
　セメントに
　なります

P.16
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P.10
粗大ごみ

燃やせるごみ 有害性ごみ

燃やせないごみ 小型家電・金属類 P.32 P.12P.24～27
び ん 新聞・ダンボール

雑誌・雑紙

P.30 P.28 P.33
缶・ペットボトル 古布・衣類

プラスチック
（きれいなもの）

エコプラザ多摩

剪定枝

直接持ち込むこともできます
（※プラスチックは除く）

直接
持ち込み

燃やせるごみ
や燃やせない
ごみの残渣を
焼却した灰

資 源

※燃やせないごみや粗大ごみから出る鉄や
　アルミなどの資源を回収しています

二ツ塚処分場

※汚れている資源物が混ざってしまうと、焼却
　することになります
　分別のルールを守って出しましょう

多摩市の家庭から出される
ごみは、多摩清掃工場を経て、
日の出町にある最終処分場で
リサイクルされています。

（東京たまエコセメント化施設）
二ツ塚処分場

多摩市

エコプラザ
多摩

草枝資源化棟

土壌改良材
・

ウッドチップ

公共施設

再生資源の業者・問屋・再生工場

選別・圧縮（減容）・
梱包

新聞・雑誌・雑紙は ダンボールは
マンガ

トイレットペーパー

新聞

ダンボール

プラスチックは
ウエス

フェルト
洋服

（海外へ）

プランター

擬木 建築材

古布・衣類は

缶 自転車の部品

ファイル

有
害
性
ご
み（
水
銀
体
温
計
・
蛍
光
管
）

平成27年度から埋立はゼロになりました。

電
 池

市民
・

P.22

   直接持ち込み
清 掃 工 場

　使用済の注射器や注射針は、
作業員のけがや事故防止のため
医療機関や薬局に返却してくだ
さい。

　注射器 　　　注射針

  医 療 系 廃 棄 物 の 排 出 方法

　採尿バッグ

輸液のチューブ

吸入器

◎排泄物はトイレへ
捨ててから、

「燃やせるごみ」で
出してください。

  直接持ち込み
粗大ごみ専用ダイヤル　 ☎042−375−9713

エコプラザ多摩

注 意 !

燃 や せ る ご み へ医療機関、購入した薬局に返却

ごみ・資源のゆくえ

受付時間：月曜日～金曜日（第５水曜日・年末年始を除く）
  午前８時30分～午後４時

〈粗大ごみ〉 電話で事前申し込みが必要です。　  詳しくはP.17へ

〈燃やせるごみ・草枝〉  事前申し込みは不要です。（第４日曜日は持ち込めません） 
  ●持込日時：月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）、 毎月第４日曜日、
                   午前８時３０分～１１時３０分、 午後１時～４時３０分

※粗大ごみについては、受入台数が決まっています。受入台数を超えた場合、希望の日時に持ち込みができ
ない場合があります

※第４日曜日の持ち込みは、その月の１日（１日が土曜日・日曜日・祝日の場合は月の最初の平日）から申し込
みを受け付けます

  ●持込手数料：10㎏につき：２５０円（従量制）
※持ち込む粗大ごみの全体の重量が10㎏未満の場合は250円として計算します。
　10㎏以上は、５㎏未満の端数切り捨て、５㎏以上の端数は切り上げて10㎏単位で計量します

 

〈家庭から出た資源〉 申し込みは不要です。
※入口を入って左側にある指定場所にお出しください
※多量の場合は、持ち込む前に電話をかけてからお越しください

〈小規模事業所から出た資源〉 事前に申し込みが必要です。  ☎042−373−5013
※１ヶ月に合計１００㎏までです　 ※初回は事前登録が必要になります

〈持ち込めるもの〉 
びん、缶・ペットボトル、新聞、ダンボール、雑誌・雑紙、古布、市民の皆さんが剪定した枝　P.33　
プラスチック有料指定袋に入らない大型の発泡スチロール（注１） 
（注１）　
　　　　　　プラスチックは持ち込みはできませんが、大型の発泡スチロールは、持ち込みができます。
　 　 　 　 　・持ち込みは家庭から出たもののみです。小規模事業所から出たものは持ち込みできません。
　 　 　 　 　・通常のプラスチックと同様、汚れているもの、臭いの残っているものは持ち込みできません。
　 　 　 　 　・持ち込む際は、直接１階の窓口へお持ちください。


